
千里ライフサイエンス
フォーラム２０２５

 � 月フォーラム（第 ��� 回）
   

  「庶民の信仰  微笑みの円空仏」
　　　

　　　講師：小島 梯次 先生
   

　　　　　　円空学会 理事長
　　　　　　全国木喰研究会 顧問
                                                                

●申込方法：   

　　　

　　下記当財団ホームページか二次元バーコードの
　　「参加申込」からお申込み下さい。   
　　　https://www.senri-life.or.jp/event_upcoming/forum/

千里ライフサイエンスクラブ会員とは
https://www.senri-life.or.jp/scienceclub/

●開催形式：
   

　１．会場開催
          

　　日　時：���� 年 � 月 � 日（月）��:�� ～ ��:��
　　　         （講演はどなたでもお申込みいただければ参加可能です）
          

　　会　場：千里ライフサイエンスセンタービル
　　　　　　　　 � 階「千里ルーム A」
          
　　　　

　２．オンデマンド配信（講演録画収録分の後日配信）
　　　　

　　配信対象および期間：
　　　

　　　・千里ライフサイエンスクラブ会員は約 � 週間
　　　

　　　・一般（会員以外：要申込み）は � 日間

https://www.senri-life.or.jp/event_upcoming/forum/
https://www.senri-life.or.jp/scienceclub/


●講演要旨：
　円空は、江戸時代に庶民の間を巡り、膨大な数の神仏像を彫り遺
している。
　庶民の中で布教し造像した円空の神仏像が、庶民生活の中へ溶け
込んでいったのはいうまでもない。神仏混淆を基盤とした庶民の信
仰は、すべてを受け入れる大らかさが特徴である。
　円空仏は多くの場所で子供たちの遊び相手であり、集落みんなで
お味噌造りをする小祠堂の御本尊であったりする。
　現代文明がもたらした物質的豊かさと効率性は、人の心の豊かさ
と正比例していない。スマホの狭い空間に自己の世界を凝縮してし
まっている現代、自然と共生し、子供と遊び、お味噌の匂いのする
神仏像のぬくもりが必要ではないか。そしてそれをもっともよく顕
現しているのが円空仏といえる。
　円空仏には、円空の個性による現代的な造形の中に、庶民の本源
的な信仰の形が内包されている。それは、私達が求めている本来の
信仰の形と合致するゆえに、円空仏に対する共感を得せしめている
と思われる。

●講師プロフィール：
　学　　歴：　名古屋大学文学部美学美術史
　職　　歴：　朝日カルチャーセンター、中日文化センター講師
　専門分野：　円空仏、木喰仏
　主な著書：　『円空仏入門』・『木喰仏入門』・『円空・人』・
　　　　　　　『円空仏紀行』（以上、まつお出版）、
　　　　　　　『円空と木喰』（東京美術）、
　　　　　　　『愛知県の円空仏・木喰仏』（愛知県史）
　主な講演テーマ：円空仏・木喰仏

　問合せ先：   公益財団法人  千里ライフサイエンス振興財団  
 　　　　　　　「千里ライフサイエンスフォーラム」担当           
　　　　　　　　〒���-����   大阪府豊中市新千里東町 �-�-�
　　　　　　　　 Tel：��-����-����　 Fax：��-����-���� 　E-mail：srlf-forum@senri-life.or.jp


